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人口5，978人2－2

　男　2，871人：一5

　女3，107人1＋3．

世帯数1，729戸一1．

　LF成3年3頃日現r】

　　　　は崩明比

“六盛規9’NHK土曜朝市

平成3年

号479号

4

　3月2日＼宮崎市のNHK宮崎支局で、更郷町の土躍朝市が開催さ

れました。

　これは、NHK宮崎支局の開局30周年を記念して行われているもの

で＼毎週±曜El、県内の各市町村が交替で朝市を開いています。

　当日は＼町内の野莱や漬物をはじめとする特産品約80種類が即売さ

れましたが、ほとんどの品物が約り時間で売り切れました。

　　　　　　　　　　手をとりてわれらは立てll春の日の
　　　　　　　　　　　　　　みどりの海の無限の岸に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水

発行／宮崎県東臼杵郡東郷町・編集／企画財政課容69－2111
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平
成
三
年
三
月
町
議
会
は
、
十
二
日
招
集
、
二

十
五
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
平
成
三
年
度
予

算
案
等
を
提
案
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
三
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
二
年
度

か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
費
の
増
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
等
の
新
規
な
予
算
も
加
わ

り
、
過
去
最
高
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
［
般
会
計
を
中
心
に
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
平
成
三
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

三
十
五
億
四
千
百
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
ニ
レ
四
・
C
％
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
、

　
ま
ず
、
歳
入
を
構
成
割
合
別
に
見

ま
す
と
、
地
方
交
付
税
が
ト
五
億
五

千
三
百
万
円
（
四
三
・
九
％
）
と
最

も
多
く
、
次
が
県
支
出
金
の
四
億
三

千
四
自
六
レ
七
万
五
千
円
（
一
二
・

一二

刀
j
、
　
以
下
地
方
債
が
四
億
二
千

六
百
四
十
万
円
二
．
∵
C
％
）
町

税
二
億
七
千
八
百
卜
七
万
六
干
円
（

七
・
九
％
｝
の
順
と
な
り
ま
す
．
．

　
歳
入
の
調
達
分
類
で
み
ま
す
と
、

町
税
等
の
自
主
財
源
が
歳
入
全
体
の

二
二
・
C
％
で
、
残
り
の
七
八
・
（
．
）

％
が
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
と

事．窒＝一、聯諏聯窺《一）ζ

な
っ
て
い
ま
す
、

　
前
年
度
に
比
較
し
て
、
伸
率
の
高

い
も
の
を
み
る
と
、
地
方
交
付
税
が

二
四
∴
）
％
の
増
で
、
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
費
、
地
域
福
祉
基
金
費
、

上
地
開
発
基
金
重
賞
の
特
別
措
置
分

が
含
ま
れ
た
関
係
も
あ
ー
ー
大
幅
な
伸

び
と
な
’
．
て
い
ま
す
，

、

レ
建
設
中
の
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

＜
3
ヶ
年
で
2
8
戸
建
設
の
町
営
住
宅

濁

．
マ
．

ン
’
1

　＿嚢歓1

鍵

　
財
産
収
入
は
、
特
定
目
的
基
金
の

利
．
士
収
入
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
六
三
・
二
％
の
伸
び
と
な
ブ
．

て
い
ま
す
．
．

　
繰
入
金
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
の
財
源
と
し
て
、
公
共
施
設
等

整
備
基
金
か
ら
の
繰
入
を
行
う
こ
と

も
あ
り
八
五
・
四
〇
θ
の
高
い
伸
率
と

な
っ
て
い
ま
す
一
．

　
地
方
債
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
の
財
源
と
す
る
た
め
、
過

疎
対
策
事
業
債
の
増
額
発
行
や
、
学

校
改
築
の
財
源
と
す
る
新
規
な
地
方

債
発
行
も
あ
っ
て
四
二
・
こ
％
の
伸

び
と
な
り
ま
し
た
、

　
］
方
、
歳
出
を
性
質
別
に
見
ま
す

と
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の

義
務
的
経
費
が
十
二
億
四
若
四
百
卜

四
万
四
千
円
（
構
成
割
合
三
丑
・
一

％
）
、
普
通
建
設
事
業
費
等
の
投
資

的
経
費
が
十
六
億
七
千
七
百
九
十
二

万
円
（
同
四
七
・
四
％
）
、
物
件
費

な
ど
の
消
費
的
な
も
の
を
含
む
そ
の

他
の
経
費
は
、
六
億
「
千
八
百
九
卜

三
万
六
千
円
（
同
十
七
・
五
り
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
的
な
建
設
事
業
の
中
で
、
単

独
事
業
費
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
の
経
費
増
、
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
も
加

わ
り
、
前
年
度
比
五
六
∴
〕
％
の
大

幅
な
伸
び
と
な
り
ま
し
た
、

　
歳
出
を
目
的
別
に
見
ま
す
と
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
経
費
を
含
む

総
務
費
が
、
九
億
．
欄
干
瓦
百
四
十
二

万
一
千
円
（
構
成
割
合
二
七
・
九
％
）

と
多
く
、
次
に
本
町
の
中
心
産
業
農

林
業
の
振
興
に
係
る
予
算
が
六
億
八

千
二
百
八
レ
．
八
万
八
千
円
（
同
一
九
・

三
％
〕
、
以
下
土
木
費
、
公
債
費
、

教
育
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
予
算
の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を

あ
げ
る
と
、
次
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
、▲改築されコンピュータ導入になる坪谷中校舎

、
つ

こ“、
つ

と報田丁些成3年4月号う

●
総
合
太
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま

す
．■

耐
刺
…
冨
住
宅
々
一
ト
㌧
月
建
叱
又
一
二
、
、
　
，
兀

年
度
か
ら
三
年
度
ま
で
の
建
設
戸
数

が
二
卜
八
戸
に
な
り
ま
す

●
ね
た
き
り
老
人
等
の
介
護
者
に
対

し
介
護
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
社
会
福
祉
法
人
・
個
人
等
の
民
間

事
業
者
が
実
施
す
る
高
齢
者
保
健
福

祉
事
業
等
を
支
援
す
る
経
費
に
充
て

る
た
め
「
地
域
福
祉
基
金
一
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
．

●
教
育
の
充
実
・
施
設
の
整
備
（
東

郷
小
学
校
「
理
科
一
研
究
・
坪
谷
中

学
校
教
育
用
コ
ン
ビ
、
一
ー
タ
設
備
導
　
　
谷
中
学
校
校
舎
改
築
）

入
・
越
表
小
学
校
フ
ー
ル
建
設
・
坪
　
　
ま
す
．
、

レ
架
替
え
ら
れ
る
坂
内
橋

が
進
め
ら
れ

レ
改
築
さ
れ
る
鶴
野
内
公
民
館

会計別予算

■

33

■■

会　　　　計 予算額（伸率）

一　般　会　計
：3，541，000千円・24．・％・

特別会計

国民健康保険事業 　　　千円487，900　　　　　q．79∂

特　　別　　会　　計

1

老人保健特別会計　　；
ﾈ易水齢業…特　別　会　計　　…　　　　　　　　　…

　　　千円　　　　q7．3％）552，976

T0，100稠・△9．1％）

国民健康保険病院 　　　千円　　　　　1：2．9％1274，063

事　　業　　会　　計

歳入の財源構成
　　　　　〆「
　　　5

財産収入
80，484（2．〕，484（2．3％）

　　　．．『、　　　　　　　　（22．0％、

　　　1　　自　、その他

勲観嗣
匹1駕1

・辱簿付金等

。の国庫支出金　’
　　218，465

＼〔騨臨

険
　　　　　　　＼

　　地方交付税
　　　　　　　　　存　　　　1，553，000

韮　（43・9％）

lll　　つ，o

！）£o＼
、隻ノ

（78．0％〉

歳出の性質別構成

災害復旧費
27，476（0．8％

　　　／

経ツ

　ノ

費雌欝
　＼

人件費
　682，580

　（19．3％）

　　　　∠

臼7

　’4劾1（17，5％、

瓜
　　　．、魍翼墾l

　　　　　　　　　　　I
・1。1　公債費　降

　　　　　　458，675　　　1

　　　　　　（13．0％）！

　　　補助　　　　　費
　　　　費等

戴驚
　　1　費経

歳出の目的別構成

総務費
　　989，421

　　　　（27．9％）

、
罷
．
㎝

　
1

乃
　　　　　その他
　　　　289，972

鵜∵％

”

農林水産業費
　682β88

　（r9．3％）

教育費
342，457

　　（9，7％）

一公債賛
458，694

（13．0％）

・

、
．

土木費
471，208

（13．3％／
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や
ぜ
ま
　

欝
困
早
退
目
引
ま
自
恕
朧
切
欄

融
鼎
壱
母
禽
母
命
磯
魯
砂
母
命
融
岱
幸
串
魯
壱
中
．
壱
砂
善
砂
魯
｝
幸
　
　
轡

保
険
税
は
ど
う
使
わ
れ
る
か

保
険
税
は
医
療
費
に

　
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税

は
、
す
べ
！
、
医
療
費
に
充
て
ら
れ
ま

す
．
一
被
保
険
者
が
診
療
を
受
け
る
場

合
、
医
療
費
の
三
（
）
％
は
自
分
で
負

担
し
ま
す
が
、
残
り
七
〔
）
％
に
つ
い

て
は
医
療
機
関
か
ら
国
保
に
請
求
が

ま
わ
っ
て
き
ま
す
．
．
国
保
は
こ
れ
を

医
療
機
関
に
支
払
う
わ
け
で
す
が
、

そ
の
場
合
請
求
額
七
⊂
’
。
の
半
分
は

保
険
税
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
に
決

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
，
　
（
残
り
半

分
は
国
が
負
担
）

医
療
費
が
増
え
れ
ば

　
保
険
税
を
医
療
の
支
払
い
に
充
て

る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
医
療

費
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
増
え
た
分
は

保
険
税
を
値
上
げ
し
て
補
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
、

医
療
費
が
増
・
え
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ゾ
、

ま
ま
保
険
税
値
上
げ
と
い
う
形
で
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
皆
様
の
肩
に
か
か
っ

て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
、

　
医
療
費
は
こ
こ
数
年
、
毎
年
増
え

続
け
て
い
ま
す
、
そ
れ
に
つ
れ
て
保

険
税
も
次
槽
弟
に
古
韻
く
な
っ
て
ぎ
、
て
い

ま
す
．
一
も
し
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で

医
療
費
が
増
え
続
け
れ
ば
、
保
険
税

も
ま
た
、
天
井
知
ら
ず
に
ど
ん
ど
ん

値
上
げ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
、

保
険
税
と
医
療
費
の
動
き

　
本
町
の
こ
こ
数
年
間
の
国
保
医
療

費
と
保
険
税
の
推
移
（
年
間
、
被
保

険
者
一
人
当
た
り
）
は
次
の
と
お
り

で
す
、

膨
哩二

騨・為

　二　竃　，一ビ1三

31，648円

［コ保険税130．209円

［コ医療費36，58i円

140，772円

38，399円

｝56，944円

4し304円
186，864円

44，847円

187，667円

昭和6し）年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

平成元年度

　　　　　　　　　　lLト万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〔1万F

I：医療費には国保所属の老人医療費が含まれます

ざ」．

〆

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
つ
と
町
内
の
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
　
凸

今
月
号
か
ら
『
ま
ち
の
企
業
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
　
一
企
業
ず
つ
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
は
、
小
野
田
の
紀
竜
産
業
で
す
。

動
勃
②
㊨
萄
・

　
　
紀
竜
産
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
工
場

　
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
柵
番
地
1

　
　
　
　
盈
（
6
9
）
2
2
0
8

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
茎
瀬
紀
生

”
o
設
立
年
月
日
は
？

　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
二
日
で
す
．
．

一
〇
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
七
唱
名
で
す
．

o
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
B
V
D
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
縫
製
工

一
場
で
、
主
に
ト
レ
ー
ナ
ー
、
ホ
：
ム

．
ウ
エ
ア
ー
、
T
シ
ャ
ツ
の
生
産
を
行

一
っ
て
い
ま
す
，
取
引
先
は
大
阪
大
手
の

一
富
十
紡
で
、
そ
の
協
力
工
場
と
し
て

、
安
定
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
年
商
は

「
四
億
五
エ
ー
万
円
で
す
．
．

一
〇
会
社
の
特
徴
は
？
・

　
紀
竜
産
業
㈱
は
、
他
に
門
川
工
場

．
百
レ
名
（
肌
着
」
場
）
、
日
向
工
場
百

．
二
十
1
1
名
（
ト
ラ
ン
ク
ス
工
場
）
、
ま

た
、
子
会
社
と
し
て
ジ
ャ
ス
ト
フ
ァ

ー
ッ
シ
ョ
ン
百
二
十
名
（
高
級
婦
人
服
）

の
計
四
百
二
十
五
名
が
勤
務
す
る
県

北
一
を
誇
る
最
大
手
の
縫
製
会
社
で

あ
り
、
さ
ら
に
高
口
甲
質
の
乎
判
が
高

く
生
産
量
の
倍
増
を
要
望
さ
れ
る
が
、
　

注
文
に
応
じ
き
れ
な
い
状
況
で
す
．

O
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・

　
各
工
場
間
の
交
流
に
よ
る
ス
ポ
ー
．

ツ
大
会
や
、
海
外
旅
行
な
ど
が
実
施
．

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
場
独
自
で
も
．

夕
食
会
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
親
　

睦
を
計
り
人
の
和
を
重
ん
じ
て
い
ま
　

す
。
特
に
忘
年
会
は
、
毎
年
楽
し
み
　

に
し
て
い
る
も
の
で
、
歌
に
踊
り
に
陶

玄
人
顔
負
け
の
芸
達
者
が
、
普
段
か
u

ら
の
練
習
成
果
を
披
露
し
て
く
れ
ま
一

す
．
．

．
馬
ダ
レ
”

9．

つ
・
つと町報⑤しF成3年4月号

▼お互いの力でまちづくり
　3月3日、中央公民館で、日本ふるさと塾主宰の萩
原茂裕先生を招いての文化講演会が行われました。

　当日は、約250名が出席し、「ふるさとは子供や孫へ

のおくりもの一と題した約3時問の講演に聞き入りま
した。箆

　　　　　　　　　　㌔　　1むゴ
　　　　　　　　　　　　　　潔・一
　群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碗写∴

▲郡予選出場をかけて
　　　　　　　　～春季ゲートボール大会～

　3月12日、東郷町春季ゲートボーノレ大会が町総合グ

ラウンドで開催されました．

　この大会は、県民体育大会の町予選を兼ねており、

優勝した男女各1チームが、4月18日に北郷村で行わ

れる郡予選に出場することになりました＝

　結果は次のとおりです．

〔男子の部〕優勝羽坂Aチーム2位福瀬Aチ．一ム

〔女子の部〕優勝寺迫Cチーム2位寺迫Eチーム

▲牧水園を訪問～東郷町赤＋字奉仕団～

　特別養護老人ホームー牧水園　の2月の誕生会に、
東郷町赤十字奉仕団の15名の皆さんが訪れ、趣向をこ

らした演技を披露して誕生者をお祝いしました。

　また、窓ふき作業やオムツたたみなどの奉仕活動を
行い、入園者の皆さんにたいへん喜ばれました，

▼今年も挑戦「歩こう会」
　2月16日、町青年団による「歩こう会一が実施され
ました．

　今年は、日向市の仏舎利塔を深夜12時に出発し、途

中塩見の農協椎茸倉庫で休けいをして、役場まで帰っ
てくる約15kmのコースで行われましたが、参加した全

貝が、午前4時に帰り着きました、

鵬
細
冒
憩
鯵
慰
愛
け
る
響

　
二
月
十
四
日
、
宮
崎
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
宮
崎
県
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
振
興
大
会
の
際
、
本
町
か
ら
次
の
二
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

轟　　　．」・
林業普及指導40周年記念表彰

中田　田さん（鶴野内）

乾しいたけ料理コンクール優良賞

　　〔しいたけせんべい〕

三浦もとえさん咽野｝
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明
治
二
L
二
年
東
郷
村
誕
生
以
前

は
、
山
陰
村
、
坪
谷
村
、
下
三
ヶ
村
、

八
重
原
村
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
戸
長

が
い
げ
、
窄
め
！
、
い
た
．
そ
の
時
の
村

邑
の
状
況
を
日
向
地
誌
に
よ
’
．
て
記

述
し
〆
、
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
．
．

　
下
三
ケ
村

字
地
○
下
津
留
レ
戸
。
深
谷
二
卜
一
．

戸
O
瀬
渡
ト
一
1
1
0
平
田
二
十
．
月
○
．
r

洗
瓦
戸
○
田
口
原
十
二
戸
○
中
津
留

卜
瓦
一
1
1
0
．
八
ツ
山
七
．
1
1
0
下
渡
川
十

五
戸

牛
馬
の
数
。
牛
　
百
卜
唄
○
馬
　
八

＋
二
顕

レ
天
神
社

神
社
。
須
賀
神
社
　
村
社
、
社
地
二

反
二
畝
○
天
神
社
．
．
村
社
、
社
地
一

反
八
畝

人
口
〇
六
百
七
十
瓦
人

山
。
神
門
越
　
下
渡
川
よ
り
西
北
に

向
い
ト
八
町
に
て
神
門
村
〇
七
曲
峠

　
ド
津
留
よ
り
東
に
向
い
嶺
を
越
え

山
陰
村
長
崎

川
O
神
門
川
　
中
津
留
、
子
細
を
流

れ
児
湯
郡
高
鍋
川
に
至
る
○
中
津
油

溝
、
深
谷
溝
あ
り
〔
溝
と
は
用
水
路
｝

物
産
○
炭
　
五
千
俵
。
杉
材
　
F
五

百
斤
○
椎
茸
　
八
百
貫
O
蜂
蜜

　
八
重
原

　
東
北
よ
り
西
南
に
め
ぐ
り
山
陰
村

に
接
し
、
西
よ
り
西
北
に
め
ぐ
り
僅

か
に
田
代
村
に
界
す
．
．
人
口
は
四
百

q
　
一
　
．
、
　
＼
．

F
牙
、
．
ノ
ノ

字
地
○
八
重
原
四
十
五
戸
。
地
内
六

＋
五
戸

牛
馬
の
数
。
牛
　
百
ニ
レ
一
頭
。
馬

　
一
＼
　
．
　
し
．
一
、

1
．
」
　
I
ー
ノ
．
夏

　
一
／
　
　
一
　
　
　
　
．
口
F
ン

神
社
○
八
重
原
神
社
i
社
地
二
反
七

レ
八
重
原
庄
屋
跡

畝
、
例
祭
十
｝
月
三
目

学
校
。
人
民
共
立
小
学
校
が
地
内
に

あ
り
、
生
徒
数
二
十
七
入
（
女
】
人
）

川
。
美
々
川
一
田
代
村
よ
り
本
村
を

流
れ
山
陰
村
に
入
る

舟
の
数
O
高
瀬
船
一
五
隻
O
渡
し
船

－
．
二
隻

道
路
。
隣
村
往
還
1
1
東
は
山
陰
村
界

よ
り
西
は
田
代
地
界
に
至
る
長
さ
凡

そ
一
里
、
幅
一
間
、
東
側
に
八
重
原

渡
し
あ
り
、
慮
々
高
低
多
し

物
産
O
炭
．
．
千
重
O
杉
材
…
五
十
斤

暫
　
　
　
誉
　
　
　
昏
　
　
　
，
　
　
　
受
　
　
　
●
　
　
　
唇
　
　
　
蚤
　
　
　
昏
　
　
　
費
　
　
　
昏
　
　
　
■
　
　
　
畢
　
　
　
号
　
　
　
畳

鰯］
㊧
牧
水
歌
碑

都
農
町
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
（
都
農
駅
前
）

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

ふ
る
さ
と
の
尾
鈴
の
や
ま
の
か
な
し

さ
よ
秋
も
か
す
み
の
た
な
び
き
て
を

　
都
農
駅
で
下
車
し
て
玄
関
を
出
る

と
、
す
ぐ
目
の
前
に
こ
の
歌
碑
が
建

っ
て
い
ま
す
．
．
こ
の
歌
は
ご
承
知
の

と
お
り
牧
水
生
家
裏
の
歌
碑
と
同
じ

歌
で
す
．
．
明
治
四
十
五
年
の
秋
に
詠

ん
だ
も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
牧

水
は
擁
立
蔵
の
病
気
で
坪
谷
に
帰
ブ
．

て
い
ま
し
た
．
牧
水
は
毎
日
の
よ
う

O
竹
1
1
五
百
束
O
茶
一
千
斤
O
煙
草

一
百
斤

　
明
治
維
新
当
時
は
八
重
原
に
庄
屋

が
お
り
、
八
重
原
と
地
内
と
を
八
重

原
村
と
称
し
、
田
代
村
の
大
庄
屋
が

統
制
を
と
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
二

年
地
方
自
治
法
頒
布
に
よ
り
、
東
迫

野
内
、
西
迫
野
内
、
八
重
原
の
三
区

制
が
し
か
れ
、
八
重
原
区
が
こ
の
時

単
独
区
に
な
’
．
た
の
で
あ
る
。

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

昼
　
　
費
　
　
書
　
　
骨
　
　
｛
　
　
青
　
　
昏
　
　
寮
　
　
量
　
　
斎
　
　
看
　
　
畳
　
　
督
　
　
骨
　
　
骨

に
家
族
や
村
の
人
達
か
ら
、
東
京
を

引
き
揚
げ
て
坪
谷
に
帰
っ
て
く
る
よ

う
に
責
め
た
て
ら
れ
て
、
苦
悶
の
日

々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
　
そ
ん
な
時
、

尾
鈴
の
山
を
じ
／
．
と
眺
め
な
が
ら
詠

ん
だ
の
が
こ
の
歌
で
す
．
一

　
さ
て
、
牧
水
に
は
三
人
の
姉
が
い

て
、
　
一
番
上
の
ス
エ
さ
ん
は
都
農
町

の
河
野
佐
太
郎
さ
ん
に
嫁
い
で
い
ま

し
た
、
河
野
家
は
商
家
で
、
か
な
り

裕
福
だ
っ
た
よ
う
で
す
．
．
牧
水
は
少

年
時
代
か
ら
母
マ
キ
に
連
れ
ら
れ
て

河
野
家
に
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
す
．
、

ま
た
、
姉
夫
婦
も
牧
水
を
わ
が
子
の

よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
い
た
よ
う
で

す
．
．
牧
水
が
延
岡
中
学
に
入
っ
て
か

ら
も
時
々
遊
び
に
行
っ
て
お
り
、
夏

に
は
海
水
浴
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
、

牧
水
が
早
稲
田
大
学
を
卒
業
で
き
た

の
も
、
河
野
家
か
ら
学
資
の
面
で
の

応
援
が
あ
っ
た
お
か
げ
と
言
r
．
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
．
．
こ
の
よ

う
に
都
農
町
と
牧
水
は
と
て
も
深
い

縁
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
歌
碑
は
、
昭
和
三
十
六
年
七

月
二
十
八
日
に
除
幕
さ
れ
ま
し
た
．
．

筆
跡
は
牧
水
自
身
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
坪
谷
の
と
は
同
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
碑
石
は
尾
鈴
山
麓
か
ら
出
た

と
聞
い
て
い
ま
す

　
歌
碑
の
正
面
に
立
ち
ま
す
と
、
そ

の
ま
う
し
ろ
に
尾
鈴
の
山
が
手
に
と

る
よ
う
に
美
し
く
眺
め
ら
れ
ま
す
．
．

都
農
町
の
人
達
が
尾
鈴
を
「
町
の
山
一

と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
る
の
が
、
な

る
ほ
ど
と
う
な
ず
け
ま
す
。

　
最
後
に
、
牧
水
が
中
学
時
代
、
歌

を
作
り
は
じ
め
た
頃
の
作
で
、
都
農

の
海
で
遊
ん
だ
時
の
歌
を
紹
介
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
，

海
に
あ
び
て
帰
る
松
原
末
遠
く
青
葉

　
　
　
ロ
　
　
　
ム
ノ
っ

若
葉
に
白
雨
の
ふ
る

レ
都
農
駅
前
歌
碑

・
つこ“

・
つと報町平成3年4月号’

⑳
糖
尿
病
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
内
科
　
鬼
塚
義
久

　
今
回
は
糖
尿
病
に
つ
い
て
簡
単
に

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
糖
尿
病
が
起
き
る
原
因
は
膵
臓
で

つ
く
ら
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
物

質
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
事
に
よ

る
も
の
で
す
．
．
で
す
か
ら
大
き
く
二

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
　
つ
ま
り
、

一
つ
は
膵
臓
自
体
の
働
き
が
弱
っ
て

う
ま
く
イ
ン
ス
リ
ン
を
作
れ
な
い
タ

イ
．
フ
と
、
も
う
一
つ
は
、
イ
ン
ス
リ

ン
は
正
常
に
作
㌧
．
て
い
て
も
・
て
れ
が

う
ま
く
働
か
な
い
タ
イ
フ
で
す
．

　
年
を
と
っ
て
発
症
す
る
の
は
、
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
工
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
取
る
、

…
②
適
正
な
工
歪
ぎ
を
守
る
．

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

c

…
◎
食
品
を
計
量
す
る
習
慣
を
つ
け
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

τ
薄
味
に
慣
れ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

7
⑫
1
日
3
食
を
決
ま
っ
た
時
間
に
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
べ
る
．
．
　
　
　
　
　
…

層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
糖
尿
病
の
人
の
食
事
の
注
意
｝

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

置
外
食
や
買
い
食
い
は
な
る
べ
趨
…

㎝
　
け
る
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

…
乞
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
．
．
　
…

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
8
食
べ
る
順
序
を
工
夫
す
る
．
一
　
　
　
…

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

「
駈
i
　
　
l
i
i
噛
！
－
i
i
i
、
一
i
i
一
．
一
i
　
　
　
－
i
i
i
i
．
I
i
．
ー
ー
．
一
』

に
後
の
タ
イ
フ
で
す
．
．
そ
の
タ
イ
フ

の
糖
尿
病
は
た
い
て
い
肥
満
を
と
も

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
痩
せ
る
事
だ
け

で
も
か
な
り
糖
は
下
が
ズ
．
て
き
ま
す
．

ま
た
慢
性
膵
炎
な
ど
で
膵
臓
の
働
き

が
弱
’
．
て
起
こ
る
糖
尿
病
は
、
初
め

か
ら
イ
ン
ス
り
ン
を
作
れ
な
い
の
で

す
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
の
注
射
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
糖
尿
病
で
恐
い
の
は
合
併
症
が
あ

る
か
ら
で
す
．
．
工
目
、
②
腎
臓
、
◎
）

神
経
が
主
に
や
ら
れ
ま
す
．
一
度
や

ら
れ
る
と
な
か
な
か
治
り
ま
せ
ん
．
一

で
す
か
ら
、
初
期
の
段
階
で
し
’
．
か

り
と
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
．
一

　
次
回
も
も
う
少
し
糖
尿
病
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
．
士
定
で
す
．
．

㊥
。

懲
／

ひ
グ

〔
で

交
通
安
全
に
つ
い
て
．
、
．
．
・
．
．
．

　　

@
み
ん
な
で
諾
し
合
お
う
！

　
時
と
し
て
糸
張
感
を
失
っ
た
瞬
間
、

事
故
】
歩
手
前
で
ヴ
ヒ
ヤ
リ
’
と
し

た
り
“
ハ
ッ
”
と
し
た
体
験
は
誰
で

も
が
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
．
．
し

か
し
、
そ
れ
を
「
危
な
か
’
．
た
一
と

思
う
だ
け
で
終
ら
せ
て
し
ま
う
と
、

そ
の
貴
重
な
体
験
が
生
き
て
き
ま
せ

ん
、　

こ
ん
な
体
験
を
、
家
族
や
地
域
の

み
ん
な
と
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

安
全
運
転
の
二
心
識
レ
ベ
ル
を
向
上
さ

せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
、
た
だ
し
、

．
ヒ
ヤ
リ
”
や
“
ハ
ッ
”
と
の
思
い

が
度
重
な
る
よ
う
で
は
、
反
省
し
て

L＿＿三二」　1、＼“　　　　 ＼　 弄　　　〔

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
大
事

故
誘
発
の
原
因
と
な
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

蹴
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

場
．
一
答
、
、

　
夜
、
一
日
の
疲
れ
を
休
め
る
時
、

．
ヒ
ヤ
リ
”
，
ハ
，
”
と
し
た
瞬
間
を

思
い
起
こ
し
、
事
故
に
な
ら
な
か
’
．

た
こ
と
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今

後
は
慎
重
な
連
転
を
す
る
よ
う
心
が

ナ
る
よ
う
こ
し
ま
し
よ
う

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙

　
二
月
は
「
飲
酒
運
転
滅
減
月
間
「

で
し
た
が
、
へ
，
年
に
入
／
．
て
飲
酒
運

転
で
検
挙
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り

で
す
．
．

［
2
ー
ー
，
末
現
在
一

　
本
年
の
特
徴
と
し
げ
、
、
女
性
の
飲

酒
運
転
検
挙
者
が
急
増
し
て
い
る
そ

う
で
す
．
外
で
働
く
機
会
が
多
．
く
な

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
自
覚

を
お
畷
い
し
ま
す
．

道
交
法
の
一
部
改
正
（
概
要
）

　
車
を
駐
卓
場
以
外
の
道
路
上
に
放

置
行
為
を
し
た
場
合
、
公
安
委
貝
会

は
車
の
使
用
者
に
最
長
六
ヶ
月
間
そ

の
車
の
使
用
禁
止
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
．

　
ま
た
、
放
置
行
為
防
止
の
た
め
の

措
置
を
指
二
小
さ
れ
た
場
合
、
指
示
後

一
年
以
内
に
放
置
行
為
が
行
わ
れ
た

と
き
は
、
最
長
三
ヶ
月
そ
の
車
の
使

用
禁
止
命
令
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
、
　
（
詳
細
は
警
察
署
へ
お
問

い
A
口
わ
せ
く
だ
さ
い
．
一
）

中
束
の
湾
岸
戦
争
の
二
、
一
ー
ス
に
も

過
去
の
記
憶
か
よ
み
が
え
り
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

枝
し
げ
き
梅
の
蕾
を
見
て
あ
れ
ば
仁

丹
の
粒
思
ひ
出
だ
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

欲
求
の
激
し
き
牛
の
一
つ
居
て
星
降

る
遅
夜
を
見
廻
り
に
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

朝
早
く
電
話
の
ベ
ル
に
胸
騒
ぐ
友
の

危
篤
に
電
話
器
な
げ
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

癒
え
難
き
あ
る
い
は
癒
え
ぬ
あ
け
く

れ
の
弟
思
え
ど
な
す
す
べ
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
．
茂
雄

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
（
2
月
末
累
計
）

1
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回
囮

回・圃

の

皿
　
亀

、

　
　
こ

●

そ
ぼ

に
・

、

　
　
V
V
V

一
　
　
．
－
召
」
騨

こ

㌔
、
，

　
　
　
あ
り
ま
琶
ん
か
？

　
町
観
光
協
会
で
は
『
牧
水
庵
』
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た
め
生
産

者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
か
、
今
年

は
申
し
込
み
か
少
な
い
よ
う
で
す

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
方
か
あ
り
ま
し
た
ら
町
観
光
協

会
事
務
局
（
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の

家
倉
6
9
・
7
7
2
0
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
殻
つ
き

き
の
ま
ま
で
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

四
百
円
で
す
．

頭

徳

▽
日
時
　
4
月
－
日

▽
場
所
　
須
徳
碑
前

祭

11

時

戦
没
者
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
3
日
　
m
時
～

▽
場
所
　
成
願
芋

入
学
式
・
入
園
式

▽
4
月
8
日

▽
4
月
9
日

▽
4
月
1
0
日

▽
4
月
1
1
日

坪
谷
保
育
園
入
園
二

郷
野
内
保
育
園
〃

中
学
校
入
学
式

寺
迫
幼
稚
園
入
園
式

小
学
校
入
学
式

東
郷
幼
稚
園
入
園
式

坪
谷
幼
稚
園
　
〃

三
三
姻
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苫
情
や
要
望
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
、

▽
日
時
　
4
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
企
画
財
政
措

定
急

・
灯

◎
坪
谷
の
酒
井
二
美
さ
ん
か
ら

　
（
清
さ
ん
。
9
0
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
鈴
木
涼
子
さ
ん
か
ら

　
（
ト
ワ
さ
ん
・
7
8
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
池
田
清
さ
ん
か
ら

　
（
ス
エ
ノ
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

一
般
寄
付

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

　
型
深
の
渡
邊
キ
ヨ
ノ
さ
ん
、
荒
砂

千
里
さ
ん
か
ら
、
快
気
祝
と
し
て
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
、

　
　
今
月
の
納
税
等

軽
自
動
車
税
全
期

国
民
健
康
保
険
税
一
期

学
生
も
　
　
　
　
　
㊥
㊧

　　

Q
0
歳
か
ら
強
制
加
入
　
　
　
㊥
㊧

　
す
べ
て
の
国
民
が
公
的
年
金
制
度

に
加
入
し
て
、
老
後
・
障
害
ま
た
は

死
亡
と
な
∫
．
た
際
に
、
年
金
に
よ
る

所
得
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

…
…
こ
れ
が
国
民
皆
年
金
の
考
え
方

で
す
．
．

　
と
こ
ろ
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
年
金
へ
の

加
入
は
任
意
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

加
入
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
間
に

障
害
な
ど
の
事
故
に
遭
っ
て
も
、
障

害
年
金
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
一
．
ま
た
、
老
齢
基
礎

」
⊃
満
額
は
支
給
さ
れ
な
い
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
し
た
、
一

　
そ
こ
で
、
今
年
の
四
月
か
ら
は
、

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も
、

す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
よ
う

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
、

　
こ
れ
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
義

務
が
生
じ
る
こ
と
1
1
一
な
り
ま
す
が
、

保
険
料
の
負
担
能
力
が
な
い
万
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険

料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
仕
組
み
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
年

金
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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、
ρ
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広
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（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

三
赤
ち

原 や

清 ん

孝 の
名

直 父

の
人 名

羽 住

坂 所

結
　
婚
　
お
幸
せ
に

一尾佐 氏

崎藤

信
名

子新

妊　迫 住
岡　野
市　内 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

池 酒 山 池 鈴 興 氏
田 井 内 田 木 椙

量 綱
五 ア ト 定

ノ 清 郎 ヤ ワ 雄
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